
前
回
の
火
災
保
険
・
地
震
保
険
に
引

き
続
き
、
今
回
は
医
療
保
障
を
取
り
上

げ
ま
す
。
ま
ず
、
医
療
保
障
の
必
要
保

障
額
（
い
っ
た
い
い
く
ら
医
療
保
障
を

か
け
れ
ば
い
い
の
か
）
か
ら
触
れ
ま
し

ょ
う
。
考
え
方
は
死
亡
保
障
の
必
要
保

障
額
と
全
く
同
じ
で
す
が
、
私
た
ち
が

入
院
時
に
か
か
る
費
用
を
全
額
負
担
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
わ
け
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
な
ぜ
な
ら
、
自
分
で
は
用
意
し

な
く
て
も
良
い
「
公
的
保
障
」
と
「
企

業
内
保
障
」の
二
つ
が
あ
る
か
ら
で
す
。

(1)
高
額
療
養
費

健
康
保
険
の
一
部
負
担
金
（
自
己
負

担
）は
３
割

で
す
か
ら
さ

ほ
ど
心
配
し

な
く
て
も
い

い
で
す
よ
、

と
言
い
た
い

と
こ
ろ
で
す

が
、元
と
な
る

医
療
費
が
高

額
に
な
れ
ば

支
払
額
も
膨

ら
み
ま
す
。

例
え
ば
今
月
の
医
療
費
（
入
院
時
食
事

療
養
費
の
標
準
負
担
額
１
日
７
８
０
円

を
除
く
）
が
３
５
０
万
円
に
な
っ
た
ら

ど
う
で
し
ょ
う
か
。
３
５
０
万
円
の
３

割
と
い
え
ば
一
部
負
担
金
は
１
０
５
万

円
。
自
己
負
担
す
る
に
は
実
に
大
変
な

金
額
で
す
。「
だ
か
ら
医
療
保
障
が
必

要
だ
」
と
結
び
つ
け
る
の
が
生
命
保
険

の
セ
ー
ル
ス
ト
ー
ク
で
す
が
、
こ
こ
で

知
っ
て
お
き
た
い
の
が
「
高
額
療
養
費

制
度
」
で
す
。

「
高
額
療
養
費
制
度
」
を
簡
単
に

説
明
す
る
と
、「
一
ヶ
月
に
自
分
が
支

払
っ
た
自
己
負
担
額
が
一
定
額
（
自

己
負
担
限
度
額
）
を
超
え
る
と
、
そ

の
超
え
た
額
を
全
額
バ
ッ
ク
し
て
く

れ
る
と
い
う
制
度
」
で
す
。
そ
の
額

は
一
般
所
得
者
の
場
合
、
７
２
、
３

０
０
円
＋
（
医
療
費
総
額
―
２
４
１
、

０
０
０
円
）
×
１
％
。
先
の
例
で
は
、
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前
々
号
（
２
３
２
号
）
で
民
間
損
保
と
全
労
済
を
始
め
と
す
る
、
共
済
商
品
と
の
比
較
を
特
集
し
ま
し
た
。
今
回
は
要
望
の

多
い
医
療
保
障
の
入
院
給
付
金
と
掛
金
と
の
関
係
を
中
心
に
、
商
品
比
較
を
行
い
ま
す
。

現
役
世
代
に
と
っ
て
、
本
人
は
も
と
よ
り
家
族
の
入
院
は
家
計
の
上
で
大
き
な
負
担
に
な
り
か
ね
ま
せ
ん
。
そ
の
為
に
、
健

康
保
険
に
よ
る
「
公
的
保
障
」
と
「
企
業
保
障
」
が
あ
り
ま
す
。
し
か
し
後
者
に
お
い
て
は
、
企
業
に
よ
っ
て
保
障
内
容
に
大

き
な
開
き
の
あ
る
事
も
見
逃
せ
ぬ
現
実
で
す
。
従
っ
て
、
企
業
内
福
祉
の
向
上
を
目
指
す
意
味
で
重
要
な
課
題
と
い
え
ま
す
。

一
方
、
公
的
、
企
業
保
障
に
加
え
て
、
更
な
る
「
安
心
」
を
担
保
す
る
た
め
「
私
的
保
障
」
へ
の
関
心
は
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
数
あ
る
医
療
保
障
の
中
か
ら
選
択
の
ポ
イ
ン
ト
を
考
え
ま
す
。

執
筆
は
、
前
回
に
続
い
て
Ｃ
Ｆ
Ｐ
（
フ
ァ
イ
ナ
ン
シ
ャ
ル
プ
ラ
ン
ナ
ー
の
上
位
国
際
資
格
）
認
定
者
で
あ
る
、
生
活
経
済
研

究
所
長
野
の
塚
原
　
哲
氏
に
お
願
い
し
ま
し
た
。

商
品
比
較
の
結
果
は
、
全
労
済
の
「
新
総
合
医
療
共
済
―
終
身
医
療
プ
ラ
ン
―
」
及
び
「
こ
く
み
ん
共
済
・
医
療
タ
イ
プ
」

が
ベ
ス
ト
チ
ョ
イ
ス
と
判
断
さ
れ
ま
し
た
。
年
齢
・
家
族
構
成
に
応
じ
て
、
最
適
な
医
療
保
障
を
選
択
し
て
下
さ
い
。

１
　
公
的
保
障

（
健
康
保
険
と
高
額
療
養
費
）
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医
療
費
総
額
３
５
０
万
円
で
す
か
ら
、
自
己

負
担
額
は
最
高
で
７
２
、
３
０
０
円
＋
（
３

５
０
万
円
―
２
４
１
、
０
０
０
円
）
×
１
％

１
０
５
、
０
０
０
円
と
な
り
ま
す
。
こ
こ

で
勘
違
い
さ
れ
や
す
い
の
で
す
が
、
１
０
５
、

０
０
０
円
が
戻
っ
て
く
る
か
と
い
え
ば
そ
う

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
１
０
５
、
０
０
０
円
を

超
え
た
額
が
全
部
バ
ッ
ク
さ
れ
る
の
で
す
か

ら
、
一
部
負
担
金
１
０
５
万
円
と
の
差
額
の

９
４
５
、
０
０
０
円
も
戻
っ
て
く
る
と
い
う

制
度
で
す
。

こ
こ
で
の
大
切
な
ポ
イ
ン
ト
は
「
高
額
療

養
費
は
自
分
で
請
求
し
な
け
れ
ば
利
用
で
き

な
い
」
と
い
う
こ
と
。

請
求
先
は
組
合
管
掌
型
健
康
保
険
の
場
合

は
健
康
保
険
組
合
、
政
府
管
掌
型
健
康
保
険

の
場
合
は
社
会
保
険
事
務
所
ま
た
は
地
方
社

会
保
険
事
務
局
事
務
所
、
国
民
健
康
保
険
の

場
合
は
市
区
町
村
役
場
で
す
。「
去
年
、
父

が
入
院
し
た
け
れ
ど
、
そ
の
と
き
に
高
額
療

養
費
制
度
を
使
え
ば
よ
か
っ
た
」
と
嘆
か
れ

た
方
も
安
心
し
て
く
だ
さ
い
。
過
去
２
年
間

に
さ
か
の
ぼ
っ
て
請
求
で
き
ま
す
。

(2)
傷
病
手
当
金
（
公
的
な
所
得
保
障
）

会
社
員
や
公
務
員
が
入
院
す
る
と
き
は
有

給
休
暇
を
取
得
す
る
の
が
普
通
で
す
が
、
そ

の
後
は
欠
勤
扱
い
と
な
っ
て
使
用
者
か
ら
の

給
与
も
受
け
取
れ
な
く
な
り
ま
す
。
こ
の
よ

う
な
場
合
に
健
康
保
険
や
共
済
組
合
（
短
期

給
付
）
か
ら
給
付
さ
れ
る
の
が
「
傷
病
手
当

金
」
で
す
。
簡
単
に
い
う
と
所
得
保
障
と
し

て
の
給
付
で
、
病
気
や
け
が
で
休
ん
だ
期
間
、

一
日
に
つ
き
標
準

報
酬
日
額
の
１
０

０
分
の
60
に
相
当

す
る
額
が
給
付
さ

れ
ま
す
。
傷
病
手

当
金
の
存
在
で
安

心
感
が
生
ま
れ
ま

す
が
、
自
営
業
者

の
加
入
す
る
国
民

健
康
保
険
に
は
な

い
制
度
（
職
能
国

民
健
康
保
険
に
は

80
日
間
程
度
の
傷
病
手
当
金
が
受
け
ら
れ
る

組
合
も
あ
る
）
で
す
。

６
割
が
ま
か
な
わ
れ
る
と
い
う
こ
と
は
、

裏
返
し
て
言
え
ば
「
４
割
は
所
得
が
ダ
ウ
ン

す
る
」
と
い
う
こ
と
で
す
。
こ
れ
は
後
述
す

る
必
要
保
障
額
を
算
出
す
る
と
き
に
関
係
し

ま
す
の
で
し
っ
か
り
押
さ
え
て
お
い
て
く
だ

さ
い
。

(1)
高
額
療
養
費
の
付
加
給
付

さ
て
、
高
額
療
養
費
の
話
に
戻
し
ま
し
ょ

う
。
組
合
管
掌
型
健
康
保
険
や
共
済
組
合
の

場
合
、
独
自
の
付
加
給
付
（
＋
α
）
が
受
け

ら
れ
る
ケ
ー
ス
が
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
先

程
求
め
た
高
額
療
養
費
の
自
己
負
担
限
度
額

は
法
律
で
定
め
ら
れ
た
「
法
定
給
付
」
で
す

が
、
健
康
保
険
組
合
の
場
合
は
独
自
の
「
付

加
給
付
」
と
し
て
、
も
う
少
し
少
な
い
額
を

（
例
え
ば
、
月
額
２
万
円
や
３
万
円
な
ど
）

を
超
え
た
額
を
全
額
バ
ッ
ク
し
て
く
れ
る
、

と
い
う
制
度
（
一
部
負
担
金
還
元
金
、
家
族

療
養
付
加
金
と
い
う
名
称
が
多
い
）
を
持
つ

と
こ
ろ
が
あ
り
ま
す
。
例
え
ば
、
こ
の
額
が

月
額
２
万
円
だ
と
し
た
ら
ど
う
で
し
ょ
う

か
。
ど
れ
だ
け
医
療
費
が
膨
大
に
か
か
っ
て

も
、
健
康
保
険
の
対
象
と
な
る
療
養
費
に
つ

い
て
は
、
最
大
で
月
額
２
万
円
し
か
負
担
し

な
く
て
も
い
い
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

企
業
や
地
方
自
治
体
に
お
勤
め
の
方
は
、
ご

自
身
の
健
康
保
険
や
共
済
組
合
の
制
度
が
ど

う
な
っ
て
い
る
か
を
調
べ
て
み
ま
し
ょ
う
。

ま
た
本
来
は
自
分
で
請
求
し
な
い
と
も
ら

え
な
い
は
ず
の
高
額
療
養
費
も
、
請
求
が
な

く
と
も
３
ヵ
月
後
に
自
動
的
に
振
り
込
ん
で

く
れ
る
健
康
保
険
組
合
も
あ
り
ま
す
。
そ
ん

な
健
康
保
険
組
合
の
姿
勢
に
感
謝
す
る
し
か

あ
り
ま
せ
ん
が
、
こ
れ
ら
は
他
社
の
健
康
保

険
、
国
民
健
康
保
険
に

適
用
さ
れ
る
の
も
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
ご
家
族

が
入
院
な
さ
っ
て
い
る

場
合
は
本
人
に
よ
る
請

求
を
絶
対
に
忘
れ
な
い

よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

(2)
傷
病
手
当
金
の

付
加
給
付

傷
病
手
当
金
に
つ
い

て
も
組
合
管
掌
型
健
康

保
険
や
共
済
組
合
の
場

合
、
独
自
の
付
加
給
付

（
＋
α
）
が
受
け
ら
れ

る
ケ
ー
ス
が
あ
り
ま
す
。
付
加
給
付
に
は
①

傷
病
手
当
金
の
標
準
報
酬
日
額
の
１
０
０
分

の
60
を
増
額
す
る
給
付
、
②
傷
病
手
当
金
の

支
給
上
限
１
年
６
カ
月
を
延
長
す
る
給
付
の

２
種
類
が
あ
り
ま
す
。

①
は
傷
病
手
当
金
付
加
金
と
い
う
名
称
が

多
く
、
１
０
０
分
の
５
か
ら
１
０
０
分
の
25

ま
で
が
一
般
的
で
す
。
つ
ま
り
、
傷
病
手
当

金
と
合
せ
て
合
計
１
０
０
分
の
65
〜
85
ま
で

給
付
が
受
け
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

②
は
傷
病
手
当
金
延
長
給
付
と
い
う
名
称

が
多
く
、
３
ヶ
月
〜
１
年
６
カ
月
ま
で
が
一

般
的
で
す
。
つ
ま
り
、
傷
病
手
当
金
の
１
年

６
カ
月
と
合
わ
せ
て
、
１
年
９
カ
月
〜
３
年

ま
で
給
付
が
受
け
ら
れ
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。

こ
こ
ま
で
く
れ
ば
医
療
保
障

の
必
要
保
障
額
ま
で
あ
と
一

息
。
そ
の
基
本
的
な
考
え
方
を

マ
ス
タ
ー
し
ま
し
ょ
う
。
医
療

保
険
は
大
き
く
分
け
て
①
入
院

に
か
か
る
お
金
と
②
所
得
減
少

分
に
備
え
ま
す
。

(1)
医
療
保
険
に
は

ど
ん
な
も
の
が
あ
る
か

病
気
や
け
が
を
す
る
と
、
医

療
費
が
高
額
に
な
る
こ
と
を
心

配
な
さ
る
方
も
多
い
の
で
す

が
、
大
半
が
健
康
保
険
や
国
民

２
　
企
業
内
保
障
（
付
加
給
付
）

≒

３
　
医
療
保
障
の

必
要
保
障
額
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健
康
保
険
の
給
付
で
賄
わ
れ
ま
す
。
た
だ
し
、

入
院
時
の
食
事
は
一
日
あ
た
り
７
８
０
円
自

己
負
担
（
入
院
時
食
事
療
養
費
の
標
準
負
担

額
）、
個
室
に
入
る
場
合
の
差
額
ベ
ッ
ト
代

は
全
額
自
己
負
担
（
療
養
に
必
要
な
場
合
を

除
く
）
と
な
り
ま
す
。

(2)
必
要
保
障
額

（
一
般
的
な
健
康
保
険
の
場
合
）

こ
こ
で
は
ま
ず
、
一
般
的
な
健
康
保
険
の

場
合
を
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。
こ
こ
で
は
公

的
保
障
の
み
と
し
て
、
企
業
内
保
障
（
一
部

負
担
金
還
元
金
、
家
族
療
養
費
付
加
金
、
傷

病
手
当
金
付
加
金
、
傷
病
手
当
金
延
長
給
付

な
ど
）
が
な
い
も
の
と
す
る
と
、
入
院
に
か

か
る
お
金
は
約
５
、
０
０
０
円
と
な
り
ま
す
。

ま
た
、
差
額
ベ
ッ
ト
代
も
準
備
す
る
場
合

は
＋
５
、
０
０
０
円
で
合
計
１
万
円
が
入
院

費
用
の
目
安
と
な
る
で
し
ょ
う
。

高
額
療
養
費：

７
２
、
３
０
０
円
＋
（
医
療

費
総
額
―
２
４
１
、
０
０
０
円
）
×
１
％

傷
病
手
当
金：

標
準
報
酬
日
額
の
１
０
０
分

の
60

差
額
ベ
ッ
ト
代：

健
康
保
険
の
対
象
外

所
得
減
少
分
に
つ
い
て
備
え
る
と
、
傷
病

手
当
金
の
６
割
に
不
足
す
る
額
、
す
な
わ
ち

４
割
を
用
意
し
て
お
け
ば
い
い
で
し
ょ
う
。

全
労
働
者
の
平
均
年
間
給
与
が
５
０
４
万
円

で
す
の
で
、
そ
の
約
４
割
を
３
６
５
日
で
割

り
戻
す
と
１
日
あ
た
り
約
６
、
０
０
０
円
に

な
り
ま
す
。
従
っ
て
、
入
院
費
用
と
あ
わ
せ

て
１
日
あ
た
り
１
万
６
、
０
０
０
円
を
用
意

す
れ
ば
い
い
こ
と
に
な
り
ま
す
。

(3)
必
要
保
障
額

（
企
業
内
保
障
が
手
厚
い
健
康
保
険
の
場
合
）

次
に
企
業
内
保
障
が
手
厚
い
健
康
保
険
の

場
合
を
考
え
て
み
ま
す
。
健
康
保
険
の
上
乗

せ
の
給
付
と
し
て
、
高
額
療
養
費
と
傷
病
手

当
金
の
付
加
給
付
を
考
慮
し
ま
す
。ま
た
、
企

業
に
よ
っ
て
は
共
済
会
な
ど
か
ら
差
額
ベ
ッ

ト
代
ま
で
支
給
さ
れ
る
ケ
ー
ス
が
あ
り
ま
す

の
で
、
そ
の
場
合
を
例
に
と
っ
て
見
ま
し
ょ
う
。

高
額
療
養
費：

２
万
円

（
一
部
負
担
金
還
元
金：

高
額
療
養
費
の
法

定
給
付
（
７
２
、
３
０
０
円
＋
（
医
療
費
総

額
―
２
４
１
、
０
０
０
円
）
×
１
％
）
と
付

加
給
付
の
差
額
）

傷
病
手
当
金：

標
準
報
酬
日
額
の
１
０
０
分

の
85

（
傷
病
手
当
金
付
加
金
、
傷

病
手
当
金
還
元
金
）
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差
額
ベ
ッ
ト
代：

日
額
５
、
０
０
０
円
ま
で

給
付

こ
の
よ
う
に
高
額
療
養
費
の
付
加
給
付
が

あ
る
団
体
の
場
合
、
入
院
費
用
は
１
、
７
８

０
円
と
著
し
く
低
減
し
ま
す
。
ま
た
、
差
額

ベ
ッ
ト
代
も
日
額
５
、
０
０
０
円
ま
で
で
あ

れ
ば
、
入
院
費
用
は
ま
さ
に
、
１
、
７
８
０

円
だ
け
で
よ
い
、
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

所
得
減
少
分
の
備
え
を
考
え
て
み
る
と
、

傷
病
手
当
金
と
そ
の
付
加
給
付
を
含
め
て
１

０
０
分
の
85
ま
で
賄
わ
れ
る
わ
け
で
す
か

ら
、
自
分
で
備
え
る
べ
く
は
１
０
０
分
の
15

だ
け
。
す
な
わ
ち
、
全
労
働
者
の
平
均
年
間

給
与
で
換
算
す
る
と
日
額
約
２
、
０
０
０
円

で
す
。
従
っ
て
、
入
院
費
用
と
所
得
減
少
分

の
備
え
の
両
方
で
日
額
３
、
７
８
０
円
も
用

意
す
れ
ば
十
分
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

い
ま
ご
紹
介
し
た
方
法
で
皆
さ
ん
も
医
療

保
障
の
必
要
保
障
額
が
簡
単
に
算
出
で
き
ま

す
。
ま
た
、
企
業
内
保
障
の
有
無
に
よ
っ
て

必
要
保
障
額
が
日
額
４
、
０
０
０
円
〜
１
６
、

０
０
０
円
ま
で
４
倍
位
の
差
が
出
て
く
る
分

野
で
す
。
そ
れ
だ
け
医
療
保
障
に
お
け
る
企

業
内
保
障
が
重
要
と
い
う
こ
と
で
す
の
で
、

こ
れ
を
機
会
に
ぜ
ひ
調
べ
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

(1)
定
期
医
療
と
終
身
医
療
は
ど
ち
ら
が

い
い
の
？

次
は
医
療
保
険
の
比
較
の
方
法
で
す
。
医

療
保
険
に
は
定
期
医
療
と
終
身
医
療
の
２
種

類
が
あ
り
ま
す
の
で
、
定
期
医
療
は
定
期
医

療
と
、
終
身
医
療
は
終
身
医
療
と
比
較
し
ま

す
。
両
者
は
別
物
で
す
の
で
、
比
較
す
る
こ

と
に
意
味
が
あ
り
ま
せ
ん
。

定
期
医
療
と
終
身
医
療
の
ど
ち
ら
か
を
選

ん
だ
ほ
う
が
い
い
か
は
加
入
者
の
年
齢
に
よ

っ
て
答
え
が
変
わ
っ
て
き
ま
す
。
総
じ
て
若

年
者
ほ
ど
終
身
医
療
保
険
が
望
ま
し
く
、
加

齢
に
伴
っ
て
定
期
医
療
保
険
に
加
入
す
る
方

が
リ
ー
ズ
ナ
ブ
ル
に
な
る
傾
向
が
あ
り
ま
す
。

そ
の
理
由
は
終
身
保
険
の
特
性
に
あ
り
、

①
終
身
医
療
保
険
は
世
の
中
の
イ
メ
ー
ジ
ほ

ど
の
給
付
が
受
け
ら
れ
な
い
ケ
ー
ス
が
多

く
、
②
何
歳
で
加
入
し
て
も
一
生
で
支
払
う

保
険
料
は
ほ
と
ん
ど
変
ら
な
い
か
ら
で
す
。

こ
れ
ら
２
点
に
留
意
し
て
代
表
的
な
商
品
を

み
て
み
ま
し
ょ
う
。

(2)
終
身
医
療
で
考
え
て
み
る

①
ア
フ
ラ
ッ
ク

「
エ
ヴ
ァ
」
の
場
合

医
療
終
身
と
し
て
有
名
な
エ
ヴ
ァ
で
す

が
、
保
険
料
を
平
均
余
命
ま
で
納
め
る
場
合
、

そ
の
払
い
込
み
総
額
は
50
歳
ま
で
は
加
入
年

齢
に
よ
る
差
が
ほ
と
ん
ど
な
く
、
総
額
も
１

０
０
万
円
を
超
え
る
こ
と
に
な
り
ま
す
（
男

性
例
）。
つ
ま
り
若
年
で
加
入
す
る
ほ
ど
割

安
に
保
障
の
恩
恵
を
受
け
ら
れ
ま
す
し
、
高

年
齢
の
場
合
は
同
じ
保
障
が
割
高
に
な
る
と

い
う
こ
と
で
す
。

②
ア
フ
ラ
ッ
ク「
エ
ヴ
ァ
」と
全
労
済

新
総
合
医
療
共
済
「
終
身
医
療
プ
ラ
ン
」

同
じ
終
身
医
療
と
し
て
、
全
労
済
新
総
合

医
療
共
済
「
終
身
医
療
プ
ラ
ン
」
と
エ
ヴ
ァ

を
比
較
し
て
み
ま
し
ょ
う
。
掛
金
は
エ
ヴ
ァ

の
方
が
全
期
間
に
亘
っ
て
安
い
こ
と
が
わ
か

り
ま
す
。
逆
に
、
１
入
院
限
度
に
着
目
す
る

と
、「
終
身
医
療
プ
ラ
ン
」
が
１
８
０
日
連

続
で
給
付
を
受
け
ら
れ
る
の
に
対
し
、
エ
ヴ

ァ
は
60
日
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。

実
際
問
題
と
し
て
こ
れ
は
深
刻
な
問
題

で
、
入
院
日
額
５
、
０
０
０
円
の
場
合
、「
終

身
医
療
プ
ラ
ン
」
な
ら
90
万
円
ま
で
ス
ト
レ

ー
ト
に
受
け
取
れ
る
の
に
対
し
、
エ
ヴ
ァ
は

30
万
円
ま
で
に
限
定
さ
れ
て
お
り
、
預
貯
金

で
賄
え
る
範
囲
の

額
し
か
給
付
さ
れ

ま
せ
ん
（
生
活
費

と
別
枠
で
）。
医
療

用
対
策
費
を
30
万

円
確
保
で
き
る
方

は
敢
え
て
エ
ヴ
ァ

に
入
る
必
要
が
な

い
と
も
い
え
ま
す
。

ま
た
具
体
的
な

掛
金
総
額
で
ペ
イ

ラ
イ
ン
（
保
険
会

社
に
と
っ
て
の
損

益
分
岐
点
）
を
み

て
み
ま
し
ょ
う
。

保
険
会
社
が
エ
ヴ

ァ
の
１
入
院
上
限

４
　
医
療
保
険
の
見
比
べ
方
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30
万
円
（
60
日
×
５
、
０
０
０
円
）
を
支
払

う
た
め
に
は
、
55
歳
の
男
性
（
掛
金
３
、
６

７
０
円
）
に
は
６
・
８
年
余
り
加
入
し
て
も

ら
え
れ
ば
い
い
わ
け
で
す
（
但
し
、
事
務
経

費
な
ど
考
慮
し
な
い
）。
こ
れ
に
対
し
、
終

身
医
療
プ
ラ
ン
は
１
入
院
上
限
90
万
円
（
１

８
０
日
×
５
、
０
０
０
円
）
を
支
払
う
た
め

に
は
、
55
歳
の
男
性
（
掛
金
４
、
７
０
０
円
）

に
は
16
年
加
入
し
て
も
ら
わ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
、
と
い
う
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。
値
が

大
き
く
な
る
ほ
ど
割
安
で
す
の
で
、
良
心
的

か
ど
う
か
を
判
断
す
る
と
き
の
指
標
に
な
り

ま
す
。

ま
た
、
エ
ヴ
ァ
に
は
１
入
院
１
８
０
日
と

し
て
く
れ
る
特
約
も
用
意
さ
れ
て
い
ま
す
の

で
、
エ
ヴ
ァ
を
利
用
す
る
と
き
は
こ
の
特
約

を
つ
け
て
お
き
た
い
と
こ
ろ
。
そ
の
場
合
の

掛
け
金
は
終
身
医
療
タ
イ
プ
に
比
べ
て
20
％

以
上
割
高
に
な
り
ま
す
。

(3)
定
期
医
療
の
場
合

定
期
医
療
の
場
合
は
、
会
社
の
グ
ル
ー
プ

保
険
や
労
働
組
合
の
医
療
共
済
（
自
治
労
共

済
・
電
機
連
合
の
け
ん
こ
う
共
済
な
ど
）
な

ど
、
団
体
割
引
の
制
度
が
使
え
る
場
合
は
個

人
加
入
よ
り
団
体
割
引
で
安
く
な
る
（
生
命

共
済
や
死
亡
共
済
で
も
同
様
）
傾
向
が
強
く
、

優
先
し
て
利
用
す
る
と
い
い
で
し
ょ
う
。

個
人
で
加
入
す
る
場
合
は
共
済
を
中
心
に

み
る
と
い
い
で
し
ょ
う
、
と
い
う
の
も
、
生

命
保
険
会
社
の
多
く
は
死
亡
保
障
が
セ
ッ
ト

に
な
っ
て
い
る
商
品
が
多
く
、
定
期
医
療
だ

け
を
用
意
し
た
い
と
い
う
人
に
は
死
亡
保
障

が
無
駄
に
な
る
か
ら
で
す
。

近
年
登
場
し
て
き
た
商
品
は
終
身
医
療
保

険
が
多
く
、
定
期
医
療
は
選
択
の
余
地
が
少

な
い
こ
と
、
あ
っ
た
と
し
て
も
10
年
更
新
型

の
も
の
が
多
く
、
年
齢
が
上
が
る
に
つ
れ
て

ど
ん
ど
ん
掛
け
金
が
上
る
の
が
特
徴
で
す
。

①
Ｊ
Ａ
共
済
の

医
療
共
済
「
べ
す
と
け
あ
」

打
ち
出
し
方
を
見
る
と
定
期
医
療
に
見
え

ま
す
が
、「
べ
す
と
け
あ
１
５
０
０
」
は
日

額
５
、
０
０
０
円
が
給
付
さ
れ
る
だ
け
で
な

く
、
死
亡
の
場
合
は
１
、
５
０
０
万
円
が
給

付
さ
れ
ま
す
。
こ
れ
は
医
療
保
障
と
い
う
よ

り
も
、
む
し
ろ
メ
イ
ン
が
死
亡
保
障
で
医
療

保
障
は
そ
の
お
ま
け
に
近
い
も
の
で
す
。
従

っ
て
医
療
保
障
だ
け
を
ほ
し
い
と
い
う
人
に

は
不
向
き
で
し
ょ
う
。

②
全
労
済
と
県
民
共
済

全
労
済
「
こ
く
み
ん
共
済
・
医
療
タ
イ
プ
」

と
長
野
県
民
共
済
「
生
命
共
済
・
入
院
２
型
」

を
み
て
み
ま
し
ょ
う
。
医
療
に
加
入
す
る
側

の
目
当
て
は
入
院
給
付
金
で
す
の
で
、
毎
月

の
掛
け
金
と
入
院
給
付
金
を
比
較
す
る
と
次

の
よ
う
に
な
り
ま
す
。
両
者
の
最
大
の
特
徴

は
、
１
年
定
期
の
医
療
共
済
で
あ
る
こ
と
、

掛
け
金
も
全
年
齢
で
同
一
の
た
め
20
歳
で
入

ろ
う
と
55
歳
で
入
ろ
う
と
差
が
出
な
い
こ
と

で
す
。

病
気
入
院
は
交
通
事
故
や
不
慮
の
事
故
に

比
べ
て
長
患
い
に
な
り
や
す
い
の
で
、
給
付

額
を
見
比
べ
る
と
き
は
交
通
事
故
や
不
慮
の

事
故
で
は
な
く
、
病
気
を
比
較
し
ま
す
。
一

見
、
全
労
済
に
比
べ
て
県
民
共
済
が
割
高
に

見
え
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
誤
解
の
な
い

よ
う
に
補
足
す
る
と
、
生
命
保
険
各
社
の
商

品
に
比
べ
る
と
相
当
割
安
で
す
。
ま
た
、
両

者
と
も
に
剰
余
金
が
出
た
場
合
は
割
戻
金
と

し
て
戻
さ
れ
る
の
で
、
実
質
的
な
掛
け
金
は

さ
ら
に
下
が
り
ま
す
。

先
ほ
ど
医
療
の
必
要
保
障
額
を
自
身
で
計

算
で
き
る
よ
う
に
し
ま
し
た
。
そ
の
結
果
と

し
て
日
額
４
、
０
０
０
円
以
内
と
な
っ
た
方

は
、
全
労
済
「
こ
く
み
ん
共
済
・
医
療
タ
イ

プ
」
と
長
野
県
民
共
済
「
生
命
共
済
・
入
院

２
型
」
の
い
ず
れ
か
に
加
入
し
て
お
け
ば
十

分
で
し
ょ
う
。

し
か
し
、
ご
自
身
の
必
要
保
障
額
が
日
額

１
万
円
程
度
と
計
算
さ
れ
た
方
は
、
全
労
済

「
こ
く
み
ん
共
済
・

医
療
タ
イ
プ
」
と
長

野
県
民
共
済
「
生
命

共
済
・
入
院
２
型
」

の
単
独
加
入
だ
け
で

は
不
足
す
る
と
い
う

こ
と
に
な
り
ま
す
。

そ
の
場
合
は
、
両
者

に
加
入
す
る
の
も
ア

イ
デ
ア
で
す
。
こ
の

場
合
、
月
額
の
掛
け

金
が
３
、
６
０
０
円

（
１
、
６
０
０
円
＋

２
、
０
０
０
円
）
と

な
り
、
病
気
入
院
時

で
も
日
額
１
０
、
５

０
０
円
（
６
、
０
０
０
円
＋
４
、
５
０
０
円
）

が
給
付
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

最
後
に
、
両
者
の
特
徴
を
添
え
て
お
き
ま

し
ょ
う
。
全
労
済
「
こ
く
み
ん
共
済
・
医
療

タ
イ
プ
」
は
乳
が
ん
や
子
宮
筋
腫
な
ど
の
女

性
特
有
の
病
気
が
原
因
で
あ
れ
ば
６
万
円
が

受
け
取
れ
る
の
で
女
性
に
は
手
厚
く
、
長
野

県
民
共
済
「
生
命
共
済
・
入
院
２
型
」
は
65

歳
ま
で
加
入
で
き
る
点
が
良
心
的
で
す
。

③
ア
リ
コ
ジ
ャ
パ
ン
の

「
短
期
入
院
対
応
型
医
療
保
険
」

基
本
保
障
が
７
３
０
日
と
長
い
点
は
評
価

で
き
ま
す
が
、
掛
け
金
が
10
歳
の
男
性
で
月

額
３
、
４
８
０
円
、
50
歳
の
男
性
な
ら
ば
月

額
８
、
９
８
５
円
で
す
。
共
済
に
比
較
し
て

掛
け
金
の
高
さ
は
否
め
ま
せ
ん

医
療
保
障
に
お
い
て
何
よ
り
も
大
切
な
こ

と
は
、
自
身
が
備
え
る
べ
き
必
要
保
障
額
を

押
さ
え
る
こ
と
で
す
。
い
く
ら
割
安
な
商
品

で
も
、
不
要
な
も
の
ま
で
買
っ
て
は
話
に
な

り
ま
せ
ん
。
マ
ネ
ー
誌
や
保
険
見
直
し
本
で

は
企
業
内
保
障
が
な
お
ざ
り
に
さ
れ
て
い
ま

す
が
、
こ
れ
ら
の
請
求
書
類
、
請
求
期
限
、

請
求
先
を
整
理
し
て
資
料
を
作
っ
て
お
く
こ

と
も
お
勧
め
し
ま
す
。
い
ざ
入
院
す
る
こ
と

に
な
れ
ば
、
自
身
で
請
求
は
で
き
な
く
て
も
、

家
族
に
資
料
を
手
渡
せ
ば
企
業
内
保
障
の
申

請
が
簡
単
で
す
。
医
療
保
障
を
抑
え
る
た
め

に
も
、
給
付
を
受
け
る
と
き
の
た
め
に
も
皆

さ
ん
の
生
活
で
役
立
つ
で
し
ょ
う
。

５
　
お
わ
り
に



《
ろ
う
き
ん
》
で
は
、
昨
年
十
二
月
三
十

日
ま
で
実
施
し
て
い
た
「
カ
ー
ロ
ー
ン
車
天

狗
α
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
が
大
好
評
に
つ
き
、

一
月
四
日
か
ら
七
月
三
十
一
日
ま
で
新
た
な

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
お
こ
な
っ
て
い
る
。

こ
れ
か
ら
の
春
本
番
に
向
け
、
最
も
車
の

需
要
が
高
ま
る
こ
の
時
期
。
今
回
の
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
に
お
い
て
も
多
く
の
勤
労
者
の
皆
さ

ん
に
と
っ
て
有
利
な
制
度
と
な
っ
て
い
る
。

そ
の
内
容
は
、
な
ん
と
年
１
・
９
８
％
〔
別

途
保
証
料
必
要
〕
の
金
利
設
定
で
実
施
し
て

い
る
の
で
あ
る
。

用
途
は
、
車
や
バ
イ
ク
の
購
入
、
修
理
、

免
許
取
得
費
用
、
他
の
金
融
機
関
や
デ
ィ
ー

ラ
ー
の
自
動
車
ロ
ー
ン
の
借
換
え
費
用
な
ど

（
事
業
用
車
輌
を
除
く
）
幅
広
く
利
用
で
き

る
こ
と
も
う
れ
し
い
。

魅
力
い
っ
ぱ
い
の
「
カ
ー
ロ
ー
ン
車
天
狗

α
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」。
こ
の
チ
ャ
ン
ス
を
見

逃
す
こ
と
な
く
思
い
た
っ
た
ら
、
さ
あ
《
ろ

う
き
ん
》
へ
相
談
し
よ
う
。

ま
た
、
来
店
せ
ず
に
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
・
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
〔http://w

w
w
.nagano-

rokin.co.jp/

〕
や
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
郵
送
経
由
で
で

き
る
仮
審
査
も
好
評
だ
。
時
間
に
左
右
さ
れ

ず
24
時
間
い
つ
で
も
自
宅
や
職
場
か
ら
仮
審

査
の
申
込
み
が
手
軽
に
で
き
る
こ
と
が
多
様

化
す
る
勤
労
者
ニ
ー
ズ
に
マ
ッ
チ
ン
グ
し
て

い
る
よ
う
で
あ
る
。
ま
ず
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
ア
ク
セ
ス
し
確
認
し
て
み
よ
う
。
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ながの労福協（7） 2006年3月16日第234号

厚生労働省の委託を受け、労働団体の「連合長野」、使用者団体から「県経営者協会」、が相協力し、
地域の雇用情勢改善のため「雇用のミスマッチの解消「失業なき労働移動」「早期再就職」実現に向け
各種事業を行っています。

「地域労使就職支援機構とは…」



県
労
福
協
が
２
０
０
４
年
12
月

か
ら
毎
月
開
設
し
て
い
る
、
く
ら

し
・
な
ん
で
も
相
談
〝
ほ
っ
と
ダ

イ
ヤ
ル
〞
も
本
年
３
月
で
16
回
の

開
催
と
な
っ
た
。

こ
の
間
、
寄
せ
ら
れ
た
相
談
件

数
は
３
５
７
件
に
達
し
、
こ
の
う

ち
多
重
債
務
に
関
す
る
相
談
が
51

件
（
14
・
２
％
）で
最
多
。

こ
の
背
景
に
は
、
リ
ス
ト
ラ
の

影
響
で
生
活
に
困
っ

て
、
本
人
又
は
家
族
が

消
費
者
金
融
を
利
用
し

た
ケ
ー
ス
も
少
な
く
な

い
。多

重
債
務
に
次
い
で

多
か
っ
た
の
は
、
契
約

関
連
45
件
、
離
婚
問
題

38
件
、
相
続
問
題
34
件

な
ど
家
族
関
係
の
相
談

が
多
か
っ
た
。

相
談
に
応
え
て
い
た

だ
く
弁
護
士
等
専
門
の

先
生
方
か
ら
は
、「
労
働
界
が
社
会

貢
献
的
活
動
と
し
て
、
何
人
か
の

専
門
家
を
揃
え
て
対
応
す
る
、
こ

の
活
動
は
貴
重
」
と
の
評
価
を
得

て
い
る
。

２
月
か
ら
は
、
県
地
域
労
使
就

職
支
援
機
構
と
連
携
し
、
就
職
相

談
に
応
じ
る
体
制
も
で
き
た
。
又
、

携
帯
電
話
か
ら
の
相
談
も
受
け
付

け
が
可
能
と
な
っ
た
。

３
月
に
は
「
中
央
労
福
協
の
福

祉
相
談
連
絡
会
議
」
が
開
催
さ
れ
、

長
野
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
報
告

す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
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早
い
も
の
で
、〝
な
が
の
労
福
協
〞の

編
集
に
携
っ
て
、４
年
が
経
過
す
る
。

「
立
町
か
ら
」
も
今
回
が
最
終
稿

と
な
り
、
こ
の
間
、
拙
文
に
も
拘
わ

ら
ず
我
慢
し
て
お
読
み
頂
い
た
諸
氏

に
、
改
め
て
お
礼
申
し
上
げ
た
い
。

労
働
組
合
に
し
ろ
、事
業
団
体
に
し

て
も
、機
関
紙
の
紙
面
は
固
く
な
り
が

ち
で
あ
る
。本
紙
も
ま
た
例
外
で
は
な

く
、肩
肘
張
ら
ず
気
楽
な
コ
ー
ナ
ー
を

つ
く
り
、少
し
で
も
親
し
み
が
感
じ
ら

れ
た
ら
、と
の
思
い
か
ら
設
け
た
。

始
め
て
み
る
と
、僅
か
５
０
０
字
余

と
は
言
え
、ひ
と
様
の
目
に
触
れ
る
も

の
を
書
く
事
は
自
分
を
さ
ら
け
出
す

事
で
あ
り
、そ
れ
な
り
の
覚
悟
を
必
要

と
し
た
が
、貴
重
な
経
験
で
も
あ
っ
た
。

同
じ
ペ
ー
ジ
に
、
ク
ロ
ス
ワ
ー
ド

を
掲
載
し
た
の
は
、
解
答
を
寄
せ
て

頂
く
と
同
時
に
、
紙
面
へ
の
ご
批
判

を
仰
ぎ
、
作
り
手
と
読
み
手
の
間
に

細
く
て
も
双
方
を
繋
ぐ
パ
イ
プ
に
し

た
い
と
思
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

そ
の
結
果
、様
々
な
ご
意
見
を
お
聞

き
し
、
参
考
に
さ
せ
て
貰
っ
た
。
扱
う

内
容
は
悪
く
な
い
が
、文
字
が
多
す
ぎ

る
、
も
っ
と
写
真
・
イ
ラ
ス
ト
を
入
れ

読
み
易
く
、と
の
ご
注
文
は
多
か
っ
た
。

更
に
、労
福
協
の
活
動
内
容
を
Ｐ
Ｒ
す

べ
き
と
、有
り
が
た
い
指
摘
も
あ
っ
た
。

し
か
し
、今
号
に
至
る
も
応
え
ら
れ
ず
、

自
ら
の
力
量
不
足
を
痛
感
し
て
い
る
。

希
に
、本
欄
を
楽
し
み
に
し
て
い
る

旨
の
投
書
も
届
い
た
。見
ず
知
ら
ず
の

方
々
を
含
め
、励
ま
し
に
支
え
ら
れ
た

４
年
で
あ
っ
た
。重
ね
て
多
謝
。
（
原
）

立
町
か
ら

ヒント：待遠しい思い…
A～Gの文字を並びかえてできる言葉が答えです。 耐

震
強
度
偽
装
は
こ
の

人
か
ら
始
ま
っ
た

「
短
い
言
葉
」
の
意

最
近
は
電
話
も
こ
れ
を

し
て
く
れ
る

上
杉
謙
信
の
居
城
は
○

○
○
山

過
労
・
寝
不
足
だ
と
目

の
ま
わ
り
に
出
る

江
戸
前
が
多
い

○
○
ま
さ
し
、
阿
部
○
○

定
置
○
○
、
補
虫
○
○

「
シ
ッ
ク
ス
セ
ン
ス
」
の

こ
と

こ
こ
が
シ
ッ
カ
リ
し
て

な
い
と
立
て
な
い

住
宅
診
断
の
○
○
○
○

○
は
住
宅
生
協

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
特
産

「
○
○
式
」
平
均
株
価

イ
ベ
ン
ト
の
後
は
こ
れ

が
つ
き
も
の

色
彩
の
こ
と

ト
リ
ノ
五
輪
は
こ
の
人

に
尽
き
る

こ
れ
か
ら
の
季
節
に
起

る
現
象

「
雲
雀
」
と
書
く

１
０
０
０
㎏

県
内
に
あ
る
市

こ
れ
を
〝
マ
ク
〞
人
は

嫌
わ
れ
る

放
浪
の
俳
人

「
二
の
字
二
の
字
」

○
○
○
明
神

「
ロ
ー
ン
」
も
「
共
済
」

も
あ
る

イ
ギ
リ
ス
海
軍
の
朝
食

に
は
定
番

ゴ
ル
フ
で
は
○
○
と
女

は
カ
ネ
を
使
え
と
言
う

●
官
製
は
が
き
に
答
え
を
書
い

て
県
労
福
協
へ（
宛
先
は
表
紙

に
あ
り
ま
す
。）

●
労
福
協
の
機
関
誌
に
対
す
る

意
見
・
要
望
を
何
か
一
言
。

●
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
性
別
・

所
属
団
体
（
単
組
名
）
を
忘
れ

ず
に
。

●
正
解
者
の
中
か
ら
抽
選
で
五

名
の
方
に
図
書
券（
一
〇
〇
〇

円
分
）を
プ
レ
ゼ
ン
ト
。

●
締
切
り
　
４
月
20
日

タ
テ
の
キ
ー

ヨ
コ
の
キ
ー

１３６７９10111213151617192021

１２３４５
　

９111213141518

ご
家
族
で
楽
し
む
　

ク
ロ
ス
ワ
ー
ド

プ
レ
ゼ
ン
ト
の
応
募
方
法

前回の正解は「新年会」
当選者（4名）（敬称略）
吉村　唯男（長野市）
大野　恭裕（松本市）
大塚たみえ（佐久市）
矢崎　泰子（下諏訪町）

〔
お
詫
び
〕
前
回
の
ク
イ
ズ
で
次
の

点
で
不
手
際
が
あ
り
ま
し
た
。

①
24
の
数
字
の
位
置
が
間
違
っ
て

い
ま
し
た
。

②
タ
テ
の
キ
ー
34
・
35
の
ヒ
ン
ト

が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

以
上
お
詫
び
し
訂
正
い
た
し
ま
す
。

福祉相談〝ほっとダイヤル〟に
多重債務が51件で最多！


